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本公演のアンケートへ、
ご協力をお願いいたします
アンケートフォームはこちら

まちなかパフォーマンスシリーズ

坂田ゆかり（演出）×
稲継美保（出演）×
田中教順（音楽）

11.14 Wed - 11.17 Sat

2018

西巣鴨 西方寺
Saiho-ji

テラ

F/T in the City Performance Series

Yukari Sakata (director)×
Miho Inatsugu (performer)×
Kyojun Tanaka (music)

Tera

Based on the verse drama 

“Daffodils and Wooden Fish” 
by Juro Miyoshi and more

原案：

三好十郎
「詩劇『水仙と木魚』
─一少女の歌える─」ほか「テラ」

作・演出：坂田ゆかり 

出演：稲継美保 

音楽：田中教順 

原案：三好十郎「詩劇『水仙と木魚』
 ―一少女の歌える―」ほか 

ドラマトゥルク：渡辺真帆  

衣裳：藤谷香子（FAIFAI）
音響：福岡功訓、堀籠勇矢（Flysound）
舞台監督：佐藤 恵 

舞台監督助手：石橋侑紀 

英語翻訳：ジョン・タウンゼント 

記録写真：松本和幸 

記録映像：藤川琢史、宮澤響（Alloposidae） 

宣伝写真：加藤 甫 

宣伝美術（メインビジュアル）：11piki 

宣伝美術：植田 正 

制作： 松宮俊文、
 荒川真由子（フェスティバル/トーキョー）
インターン：堂前晶子、戸倉紀乃、村上理衣奈 

企画・主催：フェスティバル /トーキョー 

協力：遠藤卓也（未来の仏教ラボ） 

特別協力：西巣鴨 西方寺

引用：
吉岡実「僧侶」
（『僧侶：吉岡実詩集』所収、ユリイカ、1958） 

富岡多恵子「前書」「お前じゃなくて 奴だ」
（『厭芸術反古草紙』所収、思潮社、1970）
中村元・紀野一義・早島鏡正訳注
『浄土三部経（上）無量寿経』岩波文庫、1990 

"Tera"
Directed by Yukari Sakata 
Performer: Miho Inatsugu 
Music: Kyojun Tanaka 
Based on the verse drama “Daffodils and Wooden Fish” 
by Juro Miyoshi and more 

Dramaturge: Maho Watanabe 
Costumes: Kyoko Fujitani (FAIFAI) 
Sound: Katsunori Fukuoka, Yuya Horigome (Flysound) 
Stage Manager: Megumi Sato 
Assistant Stage Manager: Yuki Ishibashi 
English Translation: John Townsend 
Photography: Kazuyuki Matsumoto 
Video Documentation: Takashi Fujikawa, 
 Hibiki Miyazawa (Alloposidae) 
Publicity Photography: Hajime Kato 
Main Publicity Visuals Design: 11piki 
Publicity Design: Tadashi Ueda 
Production Coordinators:  Toshifumi Matsumiya, 
 Mayuko Arakawa (Festival/Tokyo) 
Interns: Akiko Domae, Kino Tokura, Riina Murakami 
Planned and presented by Festival/Tokyo 
In cooperation with Takuya Endo (Future Buddhism Laboratory) 
Special cooperation from Saiho-ji 

Quotations from: 
‘Monks’ by Minoru Yoshioka in 
“Lilac Garden: Poems of Minoru Yoshioka” 
translated by Hiroaki Sato (Chicago Review Press, 1976)
‘Not you, but that other guy’ by Taeko Tomioka in 
“See You Soon: Poems of Taeko Tomioka” 
translated by Hiroaki Sato (Chicago Review Press, 1979)
‘The Larger Sutra on Amitāyus’ in 
“The Three Pure Land Sutras” translated by Hisao Inagaki 
in collaboration with Harold Stewart 
(Numata Center for Buddhist Translation and Research, 2003)

演出家
坂田ゆかり（写真左）
1987年東京生まれ。東京藝術大学音楽
環境創造科卒業後、全国の劇場で舞台
技術スタッフとして研鑽を積む。2014年、
アルカサバ・シアター（パレスチナ）との
共同創作『羅生門｜藪の中』を演出（F/
T14）。近年は展覧会という形式に演劇の
技術や考え方を応用させる実験を重ね
ている。建築家ホルヘ・マルティン・ガル
シアとの長期プロジェクト『Dear Gullivers』
は、第16回ヴェネチア建築ビエンナーレ
（2018）のスペイン館に参加。既存の物語
と協働を手段として、地域社会への芸術
的介入を試みる。

俳優
稲継美保（写真中央）
1987年兵庫県生まれ。東京藝術大学在
学中より演劇を始める。舞台を中心にフ
リーランスで活動中。これまでに、坂田
ゆかり、岡崎藝術座、サンプル、チェル
フィッチュ、ミクニヤナイハラプロジェク
ト、バストリオ、オフィスマウンテンなど
の作品に出演している。現在、東京藝術
大学音楽環境創造科にて、学生に演技
を教え、共に演劇作品を創作している。

ドラマー・パーカッショニスト
田中教順（写真右）
1983年東京都生まれ。「抱きたいリズム」
をモットーに世界を旅するリズムアディ
クテッドな大学職員。菊地成孔のdCprG
等で活動後、現在ミャンマーやスリラン
カ等の東南アジアのリズム研究を行う。
アメリカン・スピリットCM音楽やドラマ
「卒業バカメンタリー」オリジナル・サウ
ンドトラックなどでドラム及びパーカッ
ション演奏、リズムアレンジを担当。そ
のほか、自身のユニット「未同定」やラテ
ン・ジャズバンドSepteto Bunga Tropisなどで
演奏している。

Photo: Hajime Kato



─稲継さんパートと田中さんパートでリズムができてい
ますね。
田中　そうですね。実は法事などで読経のあとにお坊さん
が話すという流れはお寺でよくやられていますから、図らず
も今作の形式はお寺のそれと似ていると思います。

寺での上演と仏教との距離

─タイトルを『テラ』に決めた理由を教えてください。
坂田　カタカナの「テラ」は漢字の「寺」と比べて、パッと
イメージを掴みづらいですよね。「お寺でしかできない作
品を創るぞ！」という意気込みはもちろんですが、それ以
外にも、「テラバイト」などで使われる接頭辞Teraは10の12

乗を示すマクロの単位です。遡って古代ギリシャ語のTéras

（＝怪物）は人間を凌駕する脅威の対象を指し、ラテン語
のTerraは「地球」を意味します。『テラ』という２音節の響
きのあいだに偶然孕まれている莫大なスケールの物語が、
お寺という身近な場所を改めて捉え直すヒントになるだろ
うと予感しました。
─中盤では実際に読経の場面があります。
田中　劇中で使えるお経はないかと坂田さんに訊かれた
ので、浄土宗の西方寺にあわせ適度な長さと内容の「四

し

誓
せい

偈
げ

」を提案しました。
稲継　私は西方寺の住職の読経に合わせて「四誓偈」の
現代語訳を語ります。
─スピリチュアルな要素も盛り込むのでしょうか。
坂田　難しい質問です。演じること、演奏すること、観るこ
と…演劇の行為って、言ってみれば全部スピリチュアルじ
ゃないですか（笑）。だからこそ、地に足のつかない思わせ
ぶりな演出はなるべく避けました。一生懸命リサーチして
みたものの、やっぱりこの程度のにわかの仏教理解では本
堂の力強い空間に歯が立たないので。
田中　音楽もその要素はないですね。今作からは、作り手
の宗教へのリスペクトとともに手放しでプッシュもできな
いという曖昧なものが出ています。この作品はどんなに突
き詰めてもスパッと竹を割った結論が出るものではないと
思いますよ。

観客参加型の木魚演奏

─客席に木魚を置くアイディアはどこから出てきたので
しょうか。
坂田　稽古初期に田中君と渡辺さん、そして私の3名で合
宿をしたんです。田中君とは初めて仕事をするので、一緒
に時間を過ごす中で彼の特技やツボ、創作の方法を探る
必要がありました。その合宿で、お客さんと木魚を演奏す
ることを思いつきました。

創作メンバーそれぞれの立ち位置

─作・演出の坂田ゆかりさん、出演の稲継美保さん、音
楽の田中教順さんは東京藝術大学音楽環境創造科の出
身です。
稲継　坂田さんと田中君が同期で私がその1学年下です。
坂田　稲継さんは2008年に川崎市アートセンターで上演し
た『BOMBSONG』（テア・ドルン作／林立騎訳）に出演してもら
って以来、いくつかの作品を一緒に作ってきました。
稲継　私は学生時代に劇場でバイトをしていました。その
時たまたまその劇場で上演されていた三好十郎の代表作
『炎の人』に出合い、戯曲の言葉に強く惹きつけられまし
た。ですから今回のオファーは嬉しかったです。
田中　僕は今回初めて演劇作品に関わります。光栄だと
思い引き受けたところスパルタの稽古が待っていました
（笑）。
稲継　稽古の多さにびっくりしていたよね。
田中　僕が主に携わるような、即興的要素の強い音楽の
現場の場合は1回集まって本番、それどころか当日に集まっ
て本番スタートという場合が多いんです。音楽と演劇の制
作スタイルは全然違っていてびっくりしましたね。こんな
に顔と顔を突き合わせていろいろなことを話し合う現場は
初めてです。
渡辺　私は坂田さんが演出した『羅生門｜藪の中』（フェス
ティバル/トーキョー 14、2014年）で稽古の通訳をしていま
した。今作では一緒に上演台本を作るうえで、三好十郎や
上演会場の西方寺、最近の仏教界や終活の話題について
調べネタ出しをしています。

─観客参加型の作品なんですね。
稲継　「観客参加」ってそれだけで面白いことのように捉
えられがちですが、私の経験上うまくいってるなと思った
演目は多くないです。
坂田　お客さん1人ひとりの気持ちをグッと惹きつけるの
は大変だよね。
稲継　田中君のようなオープンマインドで礼儀正しい音
楽家でなかったら、お客さんとのセッションはなかったかも
しれませんね（笑）。

限界を超えるための新たな挑戦

─最後にひとことずつ上演に向けた抱負をお願いします。
稲継　私は仏教徒ではない自分が仏教の話をすることに
当初抵抗がありました。「この言葉は気持ち悪い…」など
とモヤモヤする時間が長かったのですが、ようやく納得す
るテキストがみんなで作れたと思います。今では「我々の
ような人間でないと語れないお寺や仏教、演劇そして芸術
があるのではないか」という希望を持てるようになりまし
た。あとはとにかく光子を魅力的に、チャーミングに演じた
いです（笑）。
田中　仏教の家に生まれて寺を継がなかった僕のような
人間にとって、ある種の破戒行為のような作品だと思って
います（笑）。図らずも自分のトラウマや原体験、仏教との
関係性が作品に出ることになりました。とはいえ稽古中に
父に仏教の解釈について相談していましたから、実家の家
族には見てほしいですね。「僕が寺を継がなかった理由が
この作品にある」という気持ちです（笑）。
渡辺　私自身は作品を通して自分とお寺や仏教との距離
感が変わった気がします。テキストはモノローグでありな
がら、三好十郎の戯曲、西方寺の住職の話、吉岡実と富岡
多恵子の詩、さらには仏陀が伝えた阿弥陀如来の誓いま
で、さまざまな言葉のポリフォニー（多声）になっています。
そこに私たちの言葉も入っている。観る人によって違う響
きがあればいいなと思います。
坂田　同世代の演劇人が近年あまり触れてこなかった
「信仰」にあらゆる角度から向きあい、また、生死をめぐる哲
学的な問いに思いっきり正面衝突していると思います。こ
の負荷が新たな挑戦となり、これまでの繰り返しでは超え
られなかった限界を突破するときに、新しいものが生まれ
てくることを願っています。

 （2018年10月26日　稽古場にて収録）

『テラ』創作の初めの動機は、実のところ宗教への関
心ではなく、「まちなかパフォーマンス」にちなみ、複数
のまちを訪れる新しいツアー公演のシステムを作ること
でした。完成した作品を別の会場に持っていく従来型
の巡業と、流行りのサイトスペシフィックな滞在制作、
その両方の限界を感じていた演出家・坂田ゆかりは、全
国に7万以上あるお寺を潜在的な公演場所と捉え、新た
なお寺に行く度に中身を壊しては作り変えなければなら
ない非効率な行脚のスタイルを思い描きました。「破壊
しなければ次の創造はできない」と考えたのです。それ
を実現可能にする「遊行僧」として、俳優・稲継美保
と音楽家・田中教順、芸達者な男女各１名の出演者か
らなる最小の座組みが結成されました。
そんな未来を視界の遠くに眺めつつ、本作は東京・
西巣鴨の西方寺で上演するために創りました。膨大な
数の人・モノ・情報が絶え間なくうごめいている現代
の都市にあって、寺は墓地に眠る死者の存在によって
「動かないこと」を宿命づけられた場所と言えるかもしれ
ません。私たちの生活する「まちなか」に点在する、死
者とともにある静的な空間が、猛スピードで回転し続け
る都市を土地につなぎとめている。西方寺の境内が宿
す非日常の感覚から、そんなイメージが浮かび上がりま
す。地域コミュニティに根差していない東京的なお寺の
あり方が、今回の作品を方向づけました。

取材・文：深沢祐一（ふかざわ・ゆういち）
編集者・ライター

渡辺真帆
1992年埼玉県生まれ。通訳者・翻訳者。東京外国語大学アラビア語専攻
卒業。パレスチナ・ヨルダン川西岸地区留学中に演劇と出会い、F/T14『羅
生門｜藪の中』に通訳・翻訳で参加。以降、舞台芸術の国際共同制作や来
日公演、ワークショップに通訳・字幕翻訳・コーディネート等で関わる。中
東・アジア各地に赴きながら、芸術、メディア、国際協力など多分野の人
と言葉と協働する。

三好十郎の原案と上演台本

─本作の上演台本は原案の「詩劇『水仙と木魚』―
㆒少女の歌える―」（1957年発表）をもとに大胆に書き
換えられています。
坂田　『水仙と木魚』を最初に読んだとき、主人公・京極
光子は「少女特有の屈託ないコミュニケーションをする
人」という印象を持ちました。本作『テラ』でも光子を登
場させたのは、彼女の存在によって話題の縮尺を大胆に
操作することができると考えたからです。演じる稲継さん
は、お客さんに働きかけながら、いろいろな詩を読み、大小
様々なトピックを繋げてひとり語りをします。そうすること
によって、例えば舞台上に現在・過去・未来を同時に提示
することができると考えています。ちなみに原案で光子は
17歳ですが、『テラ』では私と稲継さんの実年齢の31歳に
設定しています。
─稲継さんは京極光子という役をどのように捉えてい
ますか。
稲継　私の役者としての原体験は全篇モノローグの
『BOMBSONG』でした。一人芝居は私が大切にしている活動の
ひとつですが、30代に入り、より気負わずにお客さんとコミ
ュニケーションができるようになりたいと思うようになりま
した。ですから光子のように、観客に対して親密だけどドキ
ッとするようなことを言う役はとても面白いです。
─光子は「ちょっと、いってくるわね！」という印象的な
ひとことを言うと一旦姿を消します。
稲継　気に入っている台詞です。光子はお客さんとコミュ
ニケーションをしていたのに、突然お客さんを置いてきぼ
りにしてどこかへいってしまいます。私としては「近くへ買
い物にいく」ようにも「光子の死」を意味するようにも思
えます。
坂田　光子はいなくなると今度はちがう服を着てまた観
客の前に帰ってきます。この繰り返しが仏教の輪廻転生
のサイクルにつながるリズムを作っている気がします。光
子がいってしまうと演奏スペースにいる田中君が観客に
語りかけます。
稲継　田中君は実際にお寺の息子なんです。
渡辺　稽古で仏教に関する疑問があると、何でも分かり
やすく面白い喩えを使って教えてくれます（笑）。
坂田　それをお客さんにもやってほしいと考え、劇中に
「田中教順」というキャラクターを登場させています。

『テラ』座談会
坂田ゆかり（作・演出）×稲継美保（出演）×田中教順（音楽）×渡辺真帆（ドラマトゥルク）

解脱を目指して
渡辺真帆（ドラマトゥルク）

いつか私たちが夢想したツアーが現実に動き出すと
き、多様なお寺と地域のあり方に行き当たるでしょう。
例えば、都市に若い人口が流出し高齢化が進む地域の
お寺では、檀家の減少がより深刻で、住職が他の仕事
を兼業する場合が多いと言います。一方、そんな厳し
い時代だからこそ、専業でやっていくべく様々なアイデ
アを構想している私と同世代の僧侶もいます。新たなお
寺との縁がある度、『テラ』はバラバラに解体され、生
まれ変わります。作品も、作り手も、寺を取り巻く人び
とも、前の姿には戻れません。でも、壊さなければわか
らない、思いがけないところにこそ風穴になりえる隙間
があるのではないでしょうか。破壊と創造を繰り返す遊
行の旅の支度は整いました。ちょっと、いってきます。

（写真左から渡辺真帆、稲継美保、田中教順、坂田ゆかり）

 ア・ポエット：ウィー・シー・ア・レインボー
『A Poet: We See a Rainbow』 
作・演出・出演：森 栄喜
10/20 （Sat） - 10/22 （Mon）
ジュンク堂書店 池袋本店9階ギャラリースペース、
南池袋公園 サクラテラス、
東京芸術劇場 劇場前広場／ロワー広場

まちなかパフォーマンスシリーズ
『ラジオ太平洋』
作・演出・出演：福田 毅
10/27（Sat） - 10/28（Sun）, 

11/10 （Sat） - 11/11 （Sun）
東京さくらトラム（都電荒川線）車内

『テラ』
坂田ゆかり（演出）×稲継美保 （出演）×田中教順（音楽）
原案：三好十郎
　　「詩劇『水仙と木魚』 ―  一少女の歌える―」ほか
11/14 （Wed） - 11/17 （Sat）
西巣鴨 西方寺

L PACK. 『定吉と金兵衛』
作・演出・出演：L PACK.　
原案：落語『茶の湯』より
10/31 （Wed）, 11/2 （Fri）, 11/3 （Sat）
豊島区立目白庭園　赤鳥庵


